
















































土粒子の繁茂 g/ωi 2.69 2.71 
自然合7J(j:七 % 260 231 
絞綴!皮iX: 
砂分 % 10 10 
シルト分 。16 30 45 
粘土分 。/ノO 60 45 
液↑生限界w，. 。/ノυ 158 143 
援!'I1指数L 97 91 
活性皮A 1.9 1.6 
透水係数k糾 cm/s 4.5-7. ox 10-6 1. 8-2. 8X 10-5 
強需品減益 % 14.6 12.4 
pH 7.02 7.89 
ORP mV -114 58 
AVS 時/g-drymud 0.88 0.08 
COD糾 H習/宮町drymud 20 16 
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海砂配合割合(弘)
















































材を配合しないCASE1では， 1. 2mg/ g -drymud 
のAVSが検出されたのに対し，海砂を10%配合
した CASE2ではO.8mg/ g -drymud， 30%配合し












































































































v0 ベ仁ト改塁審区(閥綴堤あり)〉ベ ドド l¥ ベ)-J転与翼手潟
ゲ 内ゾ !ザ Y 
りー D~ シ 1入 ν 日ヤ レJ K 間七戸件宅対 1¥ ト円話うこl.) 、n. K l~ 記らJ司出















2 12 108 6 4 2 12 
図-8













































設けない改善区の底質において， O. 5mg/ g-
drymudを超える硫酸還元躍を確認することが出
来る.これに対し，間続堤を設けた改善芭では，
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